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Prion protein- and cardiac troponin T-marked
interstitial cells from the adult myocardium
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Prion protein- and cardiac troponin T-marked interstitial cells from the adult myocardium 
spontaneously develop into beating cardiomyocytes 
 











 今回、心筋前駆細胞のマーカーとして知られるプリオンタンパク質（Prion protein, PrP, 
CD230）が ACMs の細胞膜に強く発現していることを見いだし、心筋型トロポニン T（cardiac 
troponin T, cTnT）との共発現を指標として、ACMs を識別する方法を確立した。 
 ACMs の増殖は観察されなかったが、小型で丸い形状の PrP 陽性細胞が遊走し、拍動している
ACMs に融合することによって、大型で複雑な形態の多核細胞に成長することが確認された。ま
た、マウス心室組織の心筋細胞間隙に PrP と cTnT を共発現する細胞（PrP+cTnT+細胞）が存在
することがわかった。これらの PrP+cTnT+細胞は、孤立あるいはクラスター状の細胞として見
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